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小
平
市
総
合
防
災
訓
練
は
、

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
わ

総

合

防

災

訓

練

-
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た
し
た
ち
が
守
る
」
を
防
災
の

基
本
理
念
と
し
、
市
民
や
防
災

関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
防

災
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
行
い
ま
す
。

な
く
と
も
３
日
分
程
度
は
備
え

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
風
呂
の
湯
水
は
た
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災
害
時
、

ト
イ
レ
や
洗
濯
な
ど
の
生
活
用

水
や
消
火
用
水
に
活
用
で
き
ま

す
。

※
大
規
模
災
害
時
に
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯
電
話

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
災
害
時

緊
急
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
切
り

替
え
ま
す
。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
９

た
と
き
の
避
難
方
法
を
確
認
す

る
た
め
、
午
前
９
時
の
サ
イ
レ

ン
を
地
震
発
生
と
想
定
し
、
身

の
安
全
の
確
保
、
家
の
防
火
・

防
犯
対
策
、
非
常
持
出
品
の
準

備
や
点
検
を
し
て
か
ら
、
近
所

の
方
と
訓
練
会
場
に
避
難
す
る

訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
。

 　

お
互
い
に
協
力
し
、
助
け
合

う
こ
と
が
被
害
の
軽
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。
近
所
の
皆
さ
ん
で

話
し
合
い
、
地
域
の
自
主
防
災

組
織
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
市
内
で
は　

の
自
主

４２

防
災
組
織
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織

の
防
災
資
器
材
の
購
入
費
や
運

営
経
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 
怯
家
の
安
全
対
策

　

家
具
の
転
倒
・
落
下
の
防
止
、

ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
な
ど
、
家

庭
内
の
備
え
を
万
全
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
消
火
器
な
ど
を
備

え
、
玄
関
や
窓
際
な
ど
に
は
障

害
物
を
な
く
し
て
避
難
し
や
す

く
し
ま
し
ょ
う
。

怯
わ
が
家
の
備
え

　

水
、
ト
イ
レ
（
使
い
捨
て
タ

イ
プ
な
ど
）、
食
糧
な
ど
を
少

自

主

防

災

組

織

を

作

り

ま

し

ょ

う

-

/

.
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庭

で

で

き

る
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８
月　

日
は
「
戦
没
者

１５

を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
」
で
す
。毎
年
、日
本

武
道
館
で
は
、
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
当

日
の
正
午
に
は
先
の
大
戦

に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
を
追
悼
し
、
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
１
分
間
の

黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
６
日
に
は

広
島
市
で
、
８
月
９
日
に

は
長
崎
市
で
、
原
爆
死
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
の

恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念

す
る
た
め
式
典
が
行
わ

れ
、
広
島
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
８
月
６
日
午
前
８

時　

分
と
長
崎
に
原
爆
が

１５
投
下
さ
れ
た
８
月
９
日
午

前　

時
２
分
に
、
平
和
の

１１
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の
黙

と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
な

ど
で
、
黙
と
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
１

　

世
界
の
平
和
の
実
現
と

核
兵
器
の
廃
絶
は
、
わ
た

し
た
ち
人
類
共
通
の
願
い

で
す
。

　

し
か
し
、
世
界
で
は
い

ま
だ
戦
争
が
や
ま
ず
、
核

兵
器
は
人
類
の
脅
威
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
世
界

で
唯
一
の
核
兵
器
に
よ
る

被
爆
を
体
験
し
た
国
民
と

し
て
、
そ
の
悲
惨
さ
や
恐

ろ
し
さ
を
全
世
界
に
伝
え

て
い
く
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
築
い
た
玉
川
上

水
の
清
ら
か
な
せ
せ
ら
ぎ

と
、
緑
豊
か
な
大
地
に
育

ま
れ
た
こ
の
小
平
の
地
を

守
り
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち

小
平
市
民
は
、
友
愛
の
心

を
持
ち
、
平
和
の
実
現
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
平
市
は
、
戦
後　

周
６０

年
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の

国
の
核
兵
器
の
廃
絶
を
求

め
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
、
こ
こ
に
非
核
平

和
都
市
で
あ
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
す
。

　

平
成　

年
６
月
７
日

１７

　
　
　
　
　
　
　

小
平
市

　
　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
宣
言
は
、
平
成　
１７

年
６
月
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
も
の
で
す
。

※
会
場
内
は
禁

煙
で
す
。

※
服
装
は
軽
装

で
、
暑
さ
対
策

を
十
分
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
自
宅
の
防

火
・
防
犯
に
十

分
注
意
し
て
お

越
し
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
の

災
害
に
つ
い
て
考
え
、
災
害
時

に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う

に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

と　

き　

８
月　

日
（
日
）　

２３

午
前
９
時
～
正
午

※
午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン
を
一

斉
に
鳴
ら
し
ま
す
。

※
雨
天
、
ま
た
は
災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
訓

練
を
中
止
す
る
場
合
は
、
午
前

８
時
に
防
災
行
政
無
線
（
夕
方

「
愛
の
チ
ャ
イ
ム
」
を
放
送
し

て
い
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
で

放
送
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

小
平
第
二
中
学
校

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
怯
体
験
訓
練

　

会
場
で
は
、
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
、
応
急
救
護
訓

練
、
起
震
車
体
験
、
煙
体
験
ハ

ウ
ス
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
、

災
害
時
要
援
護
者
（
障
が
い
者

な
ど
）接
し
方
訓
練
、炊
き
出
し

な
ど
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

怯
防
災
関
係
機
関
に
よ
る
訓
練

　

消
防
な
ど
に
よ
る
初
期
消
火

活
動
お
よ
び
救
出
・
救
護
活
動

を
は
じ
め
、
電
気
・
ガ
ス
・
上

下
水
道
・
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
支
え
る
機
関
に
よ
る

応
急
復
旧
活
動
な
ど
の
訓
練
を

行
い
ま
す
。

怯
市
内
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
に

ご
協
力
を

　

小
平
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
で
は
、
訓
練
会
場
で
無
線

局
（
Ｊ
Ｅ
１
Ｙ
Ｋ
Ｒ
）
を
開
設

し
ま
す
。
市
内
各
局
か
ら
の
コ

ー
ル
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

周
波
数
は
、
４
百　

出
准
Ｆ
Ｍ

３０

帯
を
使
用
し
ま
す
。

怯
会
場
の
近
く
に
お
住
ま
い
の

方
へ

　

こ
の
機
会
に
、
地
震
が
あ
っ

訓

練

の

内

容

-

/

.
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市
制
施
行　

周
年
を
記
念
す

４７

る
式
典
を
行
い
ま
す
。
式
典
で

は
、
市
の
行
政
に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
を
表
彰
し
ま
す
。ま
た
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
落
語
、
紙

切
り
を
行
い
ま
す
。

　

ご
来
場
の
方
に
は
入
場
整
理

券
と
引
き
換
え
に
、
記
念
品
引

換
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

と　

き　
　

月
１
日
（
木
）　

１０

午
前　

時
～
正
午　

９
時　

分

１０

３０

か
ら
受
付

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ

ー
ル

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

定　

員　

８
百
人

内　

容　

▽
第
１
部　

表
彰
ほ

か▽
第
２
部　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
」
…
尾

張
拓
登
（
第　

回
江
藤
俊
哉
ヴ

１１

ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
ジ
ュ

ニ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
部
門
第
１

位
）
、
「
落
語
」
…
三
遊
亭
右

紋
（
市
内
在
住
・
真
打
）、「
紙

切
り
」
…
林
家
二
楽
（
平
成　
１７

年
国
立
演
芸
場
花
形
演
芸
大
賞

金
賞
受
賞
）

申
込
み　

９
月　

日
（
水
）
ま

１６

で
（
消
印
有
効
）
に
、
世
帯
ご

と
に
、
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
申
込
み
人
数
を
記
入
し
、

問
合
せ
先
へ
（
電
話
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
不
可
。
先
着
順
、
定
員

を
超
え
た
そ
の
日
の
分
は
抽

選
）

※
結
果
は
９
月　

日
（
水
）
以

１６

降
に
、
順
次
通
知
し
ま
す
。
こ

の
通
知
（
は
が
き
）
が
入
場
整

理
券
に
な
る
た
め
、
当
日
、
会

場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
０４２

（
３
４
６
）９
５
１
１
、
死so

m
u@
city.kodaira.lg.jp

尾張拓登

小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
とと

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
をを

三遊亭右紋

林家二楽

市
制
施
行

周

市
制
施
行　

周
年年

４７４７
記
念
式

　
　
　
　
　

記
念
式
典典

　

月
１
日
（
木
）　

ル
ネ
こ
だ
い
ら

１０
ご参加ください

平成２平成２１１年度年度 総合防災訓　総合防災訓練練
わたしたちのまちは、わたしたちが守る

８８月月２２３３日（日（日日）） 小平第二中学　小平第二中学校校


